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問条例改正で、新たに加わる教育総務部は何を担うのか。
答学校施設を所管する教育総務部は、教育委員会内だけ
でなく、市長部局とも横断的に連携を図りながら、持続
可能で活力ある教育環境の構築に取り組んでいく。
問人口減少と建物の老朽化から方向性をいつ決めるのか。
答具体的な時期は示せないが、適正規模・適正配置の取
り組みを迅速に進める必要があると考えている。
問こどもや保護者の声をどのように反映していくのか。
答小中学校は地域コミュニティーの核となる性質を有し
ているので、地域の理解と協力を得て、進めていく。

問跡地利用に関する方向性は。
答跡地利用については、現在、当該用地東側道路に埋設
されている下水道管の改修工事を計画していることから、
切り回し道路等の設置用地としての活用を予定している。
また、下水道管の改修工事後は、当分の間は現在と同様、
庁用車等の駐車場として使用することを予定している。

問この地域は地盤が緩く重機通行の対策も必要となる。
本年度の工事スケジュールはどうなるのか。
答本年度は、工事着手前に近隣住民へ周知を行い、説明
会を７月末頃までに開催したい。また、解体する建物付
近の住宅等には、工事に起因する影響を確認するための
現況調査を実施する。その後、重機等の走行経路の一部
のアスファルトを剝がし、鉄板を敷いた上で再舗装する
経路補強工事等を行い、安全に通行できる状態を確保し
た上で解体作業に着手する。なお、年度内にはおおむね
解体作業を完了させる見込みである。

問今年度の定期整備工事の内容は、どのような考え方で
決めたのか。
答施設稼働時に作成した維持管理計画を基にした定期的
な整備と毎年度実施している定期点検結果を基に、当該
業者および運転管理業者からヒアリングを行い、故障の
予兆が見られる設備のうち、ごみ処理に影響を与える設
備を優先的に整備することとしている。

問各工事箇所の整備頻度は。
答破砕機１機は毎年、もう１機は２年に１度、ガス化炉
耐火物とスラグ分級装置２基は竣工後初めて、溶融炉耐
火物は毎年、アルミ選別機の部品交換は12年ぶり、溶融
飛灰搬送コンベヤー４基は10年ぶりの整備となっている。
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問熱回収施設は、今後どのように整備していくのか。
答熱回収施設は、計画的な整備工事等の実施により、各
設備は良好に維持されているが、一部の機器は老朽化が
進行している。今後も良好な状態で維持管理していくた
め、熱回収施設の整備計画の策定に着手していく。

問取得における財源の内訳は。
答国の補助金を活用し、市の負担は３分の１。そのうち
９割を地方債で賄い、一般財源は約5300万円である。
問選定に当たり、どのような検討を進めてきたか。
答堅固性の高さを重要視し、タッチペンの操作性を含め
現行より高性能な機種を検討した。クロームＯＳを継続
し、安心して学習できる環境の確保を優先した。
問いつから新しい学習者用コンピュータを使用できるか。
答令和９年度の新学期から児童生徒が使用開始できるよ
う準備を進めている。

問訪問介護等サービス提供体制の確保支援の対象となる
市内事業所の人材不足をどのように把握しているか。
答介護保険事業計画を策定する際の調査結果に加え、事
業所からの相談や各種手続きの機会、事業者団体との情
報交換を通じて、把握に努めている。
問今後の社会情勢を踏まえた介護サービス需要は。
答高齢化の進展に伴い介護サービス需要の増加が見込ま
れる中、十分な提供体制の維持が重要と認識している。
今後も、介護保険事業計画に基づき、必要な介護サービ
スを安定的に提供できる体制の確保に努めていく。

問物価高騰に対する国の動向など、今後の見通しは。
答国においては、電気・ガス料金支援の他、地域の実情
に応じた支援を強化できるよう補正予算の編成が進めら
れており、その後の動向も含め注視していきたい。
問中高生世代の居場所づくりなど、市民に喜ばれる児童
館にするためにどのように取り組むのか。
答それぞれの児童館の特性を生かし、事業を推進してい
きたい。また、児童センターこどもの城は改修整備を予
定しており、現プラネタリウム空間の多目的化など、各
諸室の効果的な活用を目指し、検討を進めていく。

問なぐわし公園の運営・整備に当たり再公募する場合は、
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